
ナノ粒子ジェネレーター
VSP-G1



概要
• スパーク放電(スパークアブレーション)法を用いたナノ粒子生成装置

• 卓上、100V 15A電源で使用可能※昇圧トランス使用(110V)

• 1atom～の超微粒子を最大100 mg/h (～1011 個/cc)で生成

• 化学薬品不要で容易にナノ粒子の粒径や出力をコントロール

• 高い再現性、安定性

キャリアガス
(Ar, N2 or Air)

材料電極
(金属・半導体)

スパーク放電
・高温: > 20,000 K
・大気圧：0.8～1.2 bar(a) 

エアロゾル
(低温: < 50 ℃)
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蒸発

原子
クラスター

一次粒子
強凝集体

弱凝集体

N2 , Ar , Air  1～30 L/min

キャリアガス

電極(ナノ粒子材料)

スパーク放電(Spark Abration / Spark Discharge)
電圧：～1.3kV
周波数：～300Hz

最大電圧・周波数で最大濃度出力

スパーク放電の原理



機器の構造

40 cm

3
0
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スパーク発生場所

チャンバー 背面: 電源/RS-232端子

電極 正面: 設定ボタン/画面

スパーク確認窓

キャリアガスin 生成粒子＆
キャリアガスout
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電極素材(ナノ粒子材料)

• 導電性を持つ素材で電極作成(オーダー)

• 固体の金属、ケイ素、炭素などが使用可能

• 合金やドープ材の生成も可能

(Mg+Ti, Cu+Ni, Cr-Co, Au-Pd, Ag-Pdなど)

• キャリアガスにAirを用いることで、

酸化物ナノ粒子の生成も可能

金 銅銀

炭素
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電極対応元素一覧



材料電極は様々な組み合わせで利用可能
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同一材料 異なる2つの
材料電極

材料電極を
合金やドープ材に

複数台を動作させ、
多層膜を形成

複数台を直列に
配置して混合

複数台を並列に
配置して混合



発生粒子径と安定性

キャリアガス流量による粒径分布の変化
流量大 → 粒径ピーク小

（SMPS※1による測定）

粒子生成の安定性
（ファラデーカップエレクトロメーター

による測定）

（Au , 1kV , 5mA）

※1 SMPS（TSI社製）
走査式モビリティパーティクルサイザー；気中ナノ粒子の粒径分布測定器
対象粒径：1 ～ 1000nm
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生成したナノ粒子の捕捉
拡散捕集(1cm2) 衝突捕集(1cm2) ろ過捕集(φ47㎜)

材料電極と清浄な基板をセットします

ボタンを押して、粒子生成を開始します

基板上にナノ粒子が
積層・捕集されます

液相・気相捕集
ナノ粒子の拡散力を利用した捕集方法

(TEMグリッド、in-situ TEMチップ、
MEMSチップやSiOx表面上)

慣性力を利用した捕集方法
(TEMグリッド、in-situ TEMチップ、

MEMSチップやSiOx表面上)

フィルタなどを利用したろ過捕集
(メンブレンフィルタ、カーボンメッシュ)

高捕集効率の凝縮捕集
(純水、PEEK、アルミ板ほか)

凝縮の原理(図は気相捕集)

分級捕集
静電分級器による単分散粒子の捕集

粒子発生(例：炭素粒子) 粒径の単分散化
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応用例

触媒

太陽電池医療

バッテリーナノ毒性評価センサー

電子工学

10



Coming soon!  VSP Printer

VSP-G1をベースとした、3Dプリンターを開発中。

左の写真は、コンタクトレンズに金ナノ粒子で
印刷された涙中センサー。
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Coming soon!  Powder Coater

電極材料：金属、金属酸化物、炭素
粒子サイズ：～ 10 nm
被覆粒子：～ 100 µm 
出力：1 mg/h ( 100wt% loading)

1000 mg/h ( 0.1wt% loading)
キャリアガス：Ar , N2 (H2やO2などを使用する際には、お問合せ)
流量： 10 ～ 35 L/min

パウダーをナノ粒子でコーティング

Coming soon！



ご不明な点は
お気軽におたずねください

東京ダイレック株式会社

TEL：03-5367-0891(営業部)

Mail：info@tokyo-dylec.co.jp
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